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食虫Eの真獣類における系統学的位置ーミトコンドリア遺伝子を用いた分子系統学的考察－ 161 
のデータが多数のき重と遺伝子から得られている真獣類内の5つの自を選び、これと食虫吾との需で
4つの遺伝子をそれぞれ最尤法で解析した後、対数尤度を足し合わせ、総合的な結果から食虫自の
真獣類における系統関係を推測した。
総合解析では〈霊長弓ぷ（食肉目，奇蹄巨），偶蹄目以食虫自，翼手目ゆが最尤系統樹になる。食虫自は
翼手自と最も近縁になり、その姉妹群としての食肉目・偶跨目・奇諦百・鯨目のグループの関採が
与えられている。しかし統計学の通営の基準ではこれ以外のほとんど全ての系統樹を棄却すること
はできなかった。これは真獣類内の放散が極めて短時間に起こったため、真獣類内の関係を全て詩
定するには、これらの遺伝子の清報量だけでは不十分であるためと考えられる。
そこで食虫自と最も近縁な自は何かということのみに重点を重き、全ての系統樹のうちで、霊長
昌、食肉目、奇跨呂、偶蹄目（鯨目も含む）と翼手自のそれぞれが食虫Eと最も近縁になっている
系統樹のブーツストラップ確率を足し合わせ、食虫目とどの目が最も近縁になる確率が高いかを調
べたc 霊長呂、観跨吾、奇諦日が食虫自に最も近縁になるブーツストラップ確率は0%であった。
食肉巨／食虫百近縁の可龍性もわずか0.8%に過ぎない。しかし翼手目と食虫目が近縁である確率
は70%以上に達する。そして食肉自、偶蹄目、鯨吾、奇蹄目が一つの系統的グループ（Ferungulata) 
をなすという説を基にすると、このグループが翼手目／食虫昌の姉妹群になる確率は、霊長巨が姉
妹群になる確率よりも300告高いことが示された。
食虫巨内の関孫において、トガリネズミ科のジャコウネズミとモグラ科のモグラとヒミズは、形
態の比較や化石証拠から予想された通り、大変近い関係にあった。しかしキンモグラ科のキンモグ
ラとハリネズミ科のハリネズミはジャコウネズミやヒミズ・モグラと、解析方法やモデルに誤らず
金虫目として単系統になることはなかった。このキンモグラとハワネズミは、遺伝子や解析方法ご
とに近縁な呂が代わってしまう非常に系統的に不安定な関係を示したため、解析から除外したQ
金虫巨に近縁な自においても、いままで系統的に関係があると言われてきたグループの関係に関
しても、本研究はいままでの坂説、伝統的意見とまるで異なる結果を示した。食虫自に最も近縁な
のは翼手目であり、その食虫呂／翼手Eの姉妹群として食肉目、奇皆目、偶蹄白、鯨呂のグループ
(Ferungulata）が位置するという可能性は、はじめて本研究から出たものである。
